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1 
第１章	 
緒言	 
	 
1.1	 はじめに	 
	 学習指導要領が改訂され，学校教育の現場では理数教育のさらなる充実が求められてい
る（文部科学省	 2008a,2008b,2011）．初等・中等教育における理科教育では，科学的素養，
すなわち「自然界の事物・現象を理解するために必要な基礎的な知識」と「自然界の事物・
現象に対する科学的な見方，考え方」を，科学的体験活動（観察・実験等）を通じて生徒
に修得させ，さらに実際の場面において活用できる能力を身につけさせることを目指して
いる．次世代を担う人材育成の場面において，こうした理科教育が果たす役割は大きいと
考えている．	 
	 しかし，高等学校の理科教育に関する調査において，観察・実験が教師主導で，生徒は
与えられた手順を行っているだけの状態になっていると指摘されている（文部省	 1999,	 中
央教育審議会	 2004,国立教育政策研究所	 2007,独立行政法人	 科学技術振興機構	 2010）．	 	 
	 また，生命科学分野の観察・実験には，こうした教師主導の「与えられた手順」に従っ
ているだけでは，生徒は納得のいく結果を得られないケースがある．例えば，「体細胞分裂
の観察」は，中学校（理科）・高等学校（生物）の教科書全てに記載されており，中学校の
実施割合約70%，高等学校約60%と高く，重要な実験と考えられる(鳩貝	 2011，東京都教職
員研修センタ 	ー 2005).しかし，この実験に必要なプレパラート作成手順には，細胞の固
定・解離・洗浄・染色・押しつぶしといった様々な作業が含まれているため，指導者側か
ら最もやりにくい内容と指摘されている．この現状を改善するため，工程を少なくする方
法等が開発・実践されているが，これらの実践においても失敗する生徒が 10〜15%程度お
り,	 その原因として「押しつぶすときに横にずれた」，「押しつぶす力が弱い」といった点
が報告されている(川上	 加藤	 2004，東京都教職員研修センタ 	ー 2005，中武	 中山	 2006，
米澤ら	 2006).このように，生きている素材を扱う生命科学分野の観察・実験では，個体差
が生じやすく，また作業にコツが必要とされることもあるため，観察・実験の成否が大き
く左右されることになる．以上より，生徒は，実験書に書かれた手順を知ることはできて
も，教師が経験で得たコツを得る機会を十分与えられていないと推察される．	 
	 こうした経験で得たコツ等は，言語により表現が容易な知識（形式知）とは異なり，言
語による表現や他者への伝達が困難な知識であると考えられており，暗黙知と呼ばれてい
 
 
2 
る．(Polanyi	 1958,1966,	 Nonaka	 and	 Takeuchi	 1995，Spear	 and	 Bowen	 1999，Leonard	 and	 
Swap	 2005，森	 2005).	 	 
	 アジアの高等教育機関に関する報告では，こうした暗黙知は科学研究や教育において重
要な役割を果たしていると考えられており，様々な手法により教師の暗黙知を共有化する
試みがなされている(Zhang	 and	 Han	 2008，Haraら	 2010).日本においても，科学的知識の
理解の点から，暗黙知が注目されている（中央教育審議会	 2006，文部科学省	 2008c）．し
かしながら，日本の初等・中等教育における理科教育や理科実験に関する暗黙知の役割に
ついては十分研究されていないのが現状である．	 
	 
1.2	 本研究の目的	 
	 実際の場面において出会う諸問題を解決する能力は，観察・実験といった課題発見・仮
説検証を行う場面において，繰り返し試行錯誤し，自分自身で課題を解決するといった成
功体験を得ることで身につくと著者は,	 考えている．	 
	 一方現状では，生徒は生命科学分野の観察・実験に必要とされるコツ等といった暗黙知
が十分与えられていないまま，試行錯誤を繰り返している．その結果，十分な成功体験を
得られていない状態に陥っているものと推察される．	 
	 本研究では，このような現状を克服するため，従来与えていた知識（手順等）に加えて，
教師が経験を通して身につけてきた暗黙知を観察・実験活動に取り入れることに注目した．
暗黙知を効果的に提供することにより，質の高い試行錯誤が繰り返され，生徒はより良い
成功体験を獲得できると著者は,	 仮説提示したい．	 
	 具体的には，生きた素材を用いる観察・実験に絞り，教科書や学習指導案を用いての観
察・実験の活動実態を明らかにし，暗黙知の抽出を試みた．そして，質の高い試行錯誤を
可能とする新たな教材・環境を，ICT*機器を用いて構築し，観察・実験における課題の成
功率や作業時間等に対する効果を検証したい．	 
	 
	 
*	 Information	 and	 Communication	 Technologyの略．情報コミュニケーション技術	 
	 のこと．	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第2章	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2.2.2	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